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フィナンシャル・インテリジェンス部 益嶋 裕 

米国マーケットの最前線 
                -経済動向から日本への影響まで-           2014/9/5 

強い、強いぞ、米国経済！～雇用統計直前レポート～

  

ADP雇用統計（前月差） 8月 +20.4万人 市場予想 +22万人 前月 +21.2万人（下方修正） 

（予想）非農業部門雇用者数 8月 市場予想 +23万人 マネックス証券 +20万人  

ISM製造業景況感指数 8月 59.0 市場予想 57.0 前月 57.1 

ISM非製造業景況感指数 8月 59.6 市場予想 57.7 前月 58.7 

新車販売台数（年率換算・季節調整済） 8月 1753万台 前月 1648万台 

 

■市場予想を下回るも20万人超えで過度の心配は不要のADP雇用統計 

米雇用関連会社のオートマチック・データ・プロセッシング

（ADP）が4日に発表したADP雇用統計は、「民間非農業

部門雇用者数」は前月から20.4万人の増加と市場予想

（22万人増）を下回った（グラフ参照）。 

 

市場予想を下回りはしたものの、労働市場の堅調な回復

の目安とされる前月差20万人増を達成しており、大きな

懸念は必要ないだろう。後ほど触れる通りISM非製造業

指数の「雇用」についての調査が改善していることからも

労働市場の改善は順調に続いていると判断して良いと考

えている。 

 

今年の5月以降、ADP社の発表する「民間非農業部門雇用者数」と政府発表の「非農業部門雇用者数」の結

果は概ね整合的な結果が続いている。その傾向が続くと仮定し、マネックス証券では市場予想よりやや弱い

が、20万人増程度ではないかと考えている。 

 

■3年半ぶりの高水準だったISM製造業指数 

2日に発表されたISM製造業景況感指数のヘッドラインは59.0と改善と悪化の境目となる50や市場予想

（57.0）を大きく上回り、2011年3月以来3年半ぶりの高水準を記録した。ヘッドラインの改善に加えて指数の

（出所)マネックス証券作成

非農業部門雇用者数前月差　（政府統計vsADP雇用統計）

50

100

150

200

250

300

350

400

2012 2013 2014

（政府発表）雇用統計 ADP雇用統計

（千人）



 

- 2 – 
 

Copyright (C) 2014 Monex, Inc. All rights reserved. 
 

米国マーケットの最前線 

構成項目の内訳を見ると非常に好内容である。 

 

ISM製造業指数のヘッドラインはアンケートの質問項目

のうち、「新規受注」・「生産」・「在庫」・「雇用」・「入荷遅

延」の単純平均で算出されている。グラフに示したように、

新規受注（63.4→66.7）、生産（61.2→64.5）、在庫（48.5→

52）の3項目が大きく改善した。雇用と入荷遅延はわず

かに低下したものの、ほぼ横ばいと言ってよい変化であ

る。新規受注の数値は2004年4月以来約10年半ぶりの

強い内容であり、米国企業の生産活動の活発化を示す

とともに、米国経済の強さが改めて判明した格好となっ

た。 

 

■こちらは9年ぶりの高水準、ISM非製造業指数 

4日に発表されたISM非製造業指数はヘッドラインが59.6

と、こちらは2005年8月以来9年ぶりの高水準だった。非

製造業指数は「新規受注」・「雇用」・「業況（business 

condition）」・「入荷遅延」の4項目の単純平均からなる。 

 

8月は新規受注が小幅に低下したものの残り3項目が改

善しており、非製造業においても製造業と同様に景況感

は非常に良いと考えられる。 

 

■こちらも9年ぶり！新車販売も絶好調 

3日に発表された新車販売台数は年率換算1753万台と

2005年7月以来約9年ぶりの高水準を記録した。 

 

新車販売は米国の個人消費について先行性が高い指

標とされており、個人消費の堅調さが確認されるととも

に、ISM製造業景況感指数が高水準に推移しているこ

ととも整合的な結果となった。 

 

（出所)マネックス証券作成
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本レポートで見てきたように、労働市場は順調に回復、企業景況感も非常に良好、個人消費も堅調推移とい

うことで、米国経済は総じて好調であると言ってよい状態にある。もちろんイエレンダッシュボードと呼ばれる

労働市場のより詳細な指標や物価動向を確認しつつにはなるが、FRBの想定通り、利上げに向けた議論が

本格化するための経済環境の下地が着実に整いつつあると言えるだろう。 

 

■用語解説 

雇用統計（米国） 

米政府による雇用環境を調査した統計。発表される統計のなかでも、失業率（働く意欲がある人口に占める

失業者の割合）と非農業部門雇用者数変化（農業従事者を除いた雇用者数の増減）が市場で注目されやす

い。通常は月初の金曜日に前月分が公表される。 

 

ISM製造業景況指数 

ISM（Institute for Supply Management 供給管理協会）が発表する景気転換の先行指標である。供給管理

協会が企業の担当者にアンケート調査を実施して作成しており、主要経済指標の中ではいち早く発表される

ことから景気の先行指標として重要視されている。数値が50を上回れば企業の景況感が好転、50を下回れ

ば悪化していることを示す。製造業、非製造業それぞれ別に指標が発表される。 

 

新車販売台数 

オートデータ社が毎月月初に前月分を発表する米国の新車販売台数。販売台数は個人消費動向の確認に

加えて、関連部品などが多岐にわたり製造業全体に影響をあたえるため注目を集める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 4 – 
 

Copyright (C) 2014 Monex, Inc. All rights reserved. 
 

米国マーケットの最前線 

 

 

 

 

 

 

 

・当社は、本レポートの内容につき、その正確性や完全性について意見を表明し、また保証するも

のではございません。  
・記載した情報、予想および判断は有価証券の購入、売却、デリバティブ取引、その他の取引を推

奨し、勧誘するものではございません。  
・過去の実績や予想・意見は、将来の結果を保証するものではございません。  
・提供する情報等は作成時現在のものであり、今後予告なしに変更又は削除されることがございま

す。  
・当社は本レポートの内容に依拠してお客様が取った行動の結果に対し責任を負うものではござい

ません。  
・投資にかかる最終決定は、お客様ご自身の判断と責任でなさるようお願いいたします。  
・本レポートの内容に関する一切の権利は当社にありますので、当社の事前の書面による了解なし

に転用・複製・配布することはできません。  
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